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第３回 新型コロナ・インフル同時流行対策タスクフォース 

議事概要 

 

１ 日時 

  令和４年11月18日（金） 15：30～16：15 

 

２ 場所 

  厚生労働省省議室（９階） 

 

３ 出席者（※はオンライン参加） 

 

団体・省庁名 役職名 氏名 

【関係団体】 

日本医師会 

会 長 松本 吉郎（※） 

副 会 長 茂松 茂人（※） 

常任理事 釜萢  敏（※） 

日本薬剤師会 
会 長 山本 信夫 

常務理事 長津 雅則 

日本看護協会 常任理事 鎌田 久美子 

日本小児科医会 会  長 伊藤 隆一（※） 

四病院団体協議会 
日本医療法人協会 

会  長 
加納 繁照（※） 

日本製薬団体連合会 日本ＯＴＣ医薬品協会  

会  長 
上原 明 

日本ジェネリック製薬

協会 

会  長 

高田 浩樹 

日本医療機器産業 

連合会 

会 長 
三村 孝仁 

日本臨床検査薬協会 会  長 小野 徳哉（※） 

日本医薬品卸売業 

連合会 

副 会 長 
荒川 隆治（※） 

【アカデミア】 
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日本感染症学会 理 事 長 四柳 宏（※） 

日本小児科学会 会  長 岡  明（※） 

日本救急医学会 代表理事 坂本 哲也（※） 

日本臨床救急医学会 代表理事 溝端 康光（※） 

日本プライマリ・ケア 

連合学会 

副理事長 大橋 博樹 

【経済団体】 

日本経済団体連合会 常務理事 長谷川 知子（※） 

日本商工会議所 常務理事 久貝 卓（※） 

全国中小企業団体 

中央会 

常務理事 及川 勝 

【地方自治体】 

全国知事会 

福井県健康福祉部 

健康医療政策監 

（兼）感染症対策監 

池上 栄志（※） 

全国保健所長会 
会 長 内田 勝彦（※） 

副 会 長 藤田 利枝（※） 

大阪府 健康医療部長 藤井 睦子（※） 

【国の行政機関】 

内閣官房 

内閣審議官 

新型コロナウイルス等

感染症対策推進室長 

迫井 正深 

副長官補室 

内閣参事官 
山下 護 

総務省 

新型コロナウイルス感

染症対策等地方連携総

括官 

大村 慎一（※） 

消防庁 審議官 鈴木 建一 

文部科学省 

大臣官房審議官 

（初等中等教育局担

当） 

安彦 広斉（※） 

経済産業省 大臣官房総括審議官 新居 泰人（※） 

国立感染症研究所 所  長 脇田 隆字 

【厚生労働省】 

厚生労働省 厚生労働大臣 加藤 勝信 
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事務次官 大島 一博 

医務技監 福島 靖正 

健康局長 佐原 康之 

医政局長 榎本 健太郎 

医薬産業振興・医療情

報企画課長 

安藤 公一（※） 

医薬・生活衛生局長 八神 敦雄（※） 

労働基準局安全衛生部

長 
美濃 芳郎（※） 

子ども家庭局審議官 野村 知司（※） 

老健局長 大西 証史（※） 

 

４ 議題 

１．直近の感染状況等を踏まえた国民の皆様への呼びかけについて 

２．その他 

 

５ 議事概要 

＜配布資料説明＞ 

○国立感染症研究所 脇田所長より配付資料１を説明。 

○消防庁 鈴木審議官より配付資料２を説明。 

○大阪府 藤井健康医療部長より配付資料３を説明。 

○厚生労働省 佐原健康局長より配付資料４、５を説明。 

 

＜参加団体からの主な意見＞ 

（日本医師会） 

・ 現在、感染状況につきましては、加速度的に増えているわけではないものの、拡大傾

向は引き続いて増加傾向にあると思っております。特に気温の低い地方が増加しており、

暖房の関係で換気がうまくいっていないという傾向にあると思われますので、頻回の換

気ということも必要ではないかと思っております。 

・ さらに、同時期の流行への対策は、やはりワクチン接種の推進と発熱外来の拡充に尽

きると思います。日本医師会としましても、11月15日、全国の都道府県医師会長に対し、

改めてワクチン接種の推進と発熱外来の充実、これを強く要請いたしました。 

 さらに、全国の医師会員が、たとえ診療・検査医療機関でなくても、季節性インフルエ

ンザの患者さんを対面でしっかり見ていただくよう働きかけることもお願いをしてお

ります。 
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・ そのほか、地域医師会による自宅療養体制の充実等も強く呼びかけております。 

 同時に文書につきましても、全国都道府県医師会長、郡市区医師会長に要請をかけてお

ります。 

・ また、感染者数の増加は、中等症、重症者の増加につながります。日本医師会としま

しても、全国医学部長病院長会議など病院団体とともに立ち上げたコロナ人材ネットワ

ークによる中等症以上向けの研修では、これまで25人の医師に受講をしていただきまし

た。今後も適宜開催をしてまいります。受講者からは、中等症以上の患者さんの治療に

役立つ、または、自分の医療機関でコロナ対応を確立できることなどの評価をいただい

ております。 

・ 国民への広報では、記者会見を通じて繰り返してワクチン接種、また、基本的な感染

対策の重要性を訴えております。全国紙の広告とともに、公式ユーチューブチャンネル

を活用しまして、冬に向けたコロナ対策を説明した動画の画面の視聴も呼びかけている

ところでございます。 

・ また、このタスクフォースの一環として作成しましたリーフレットにつきましても、

機関紙の日医ニュースで医師会に紹介し、院内の待合室等で患者さんに見ていただける

ようにダウンロードできるようにしております。 

・ ワクチン接種に関しましては、４回目ばかりでなく３回目の接種も行っておられない

方も多数おられます。会員の先生方の御協力により接種体制はしっかり整えております

ので、ぜひ国には、国民、特に10歳代から40歳代の若い人たちにワクチン接種を求める

より強いメッセージをよろしくお願いしたいとお願い申し上げます。 

・ 最後に、病床確保を含め、コロナ対応に財政支援は不可欠であります。国と都道府県

には財源確保と柔軟な運用について御高配を賜りますようよろしくお願いを申し上げ

ます。 

 

（日本薬剤師会） 

・ 現在、日本薬剤師会では、次の流行に備えるために、抗原検査キットやOTCの解熱鎮痛

薬の販売・提供について、都道府県薬剤師会を通じて全国の薬局等に求めるとともに、

自宅に備えておくことを店頭で呼びかけるよう周知しています。とりわけ、検査キット

の販売については、これまでも各地の薬剤師会や企業から情報発信が行われてきました

が、どこの薬局・店舗で購入できるのか分かりにくいという御指摘もあり、ただいま、

日本薬剤師会、日本保険薬局協会、日本チェーンドラッグストア協会の関係３団体で連

携して、全国の取扱薬局・店舗を一元的にリスト化し、早急に公表できるよう準備を進

めているところであります。 

・ さらに、今後の感染拡大に備えて、一般勤労者の方々が購入しにくいと御指摘のある

土日や夜の時間帯でも購入しやすいよう、地域の薬局・薬店が連携した体制構築に臨ん

でまいります。 
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・ ただ、こうした取組を進めている中で１つの問題が、いわゆる研究用と称して売られ

ている薬事承認を受けていない検査キットの存在でありまして、過日、医療用キットが

OTC化されインターネット販売も可能になりましたが、ネットで買えるという報道だけ

が目立って、ネットで販売サイトを検索してもいまだにたどり着くのは研究用が並んで

いるページという状況であります。 

・ こうした実態は、消費者・国民が正しいものか分からずに購入してしまう危険性が高

いだけでなく、関係者が必死で取り組んでいる医療提供体制を根幹から揺るがしてしま

うことになりかねません。したがいまして、国民への広報に際しては、ぜひとも薬剤師

のいる薬局、薬店で購入していただきたい。あるいはネットで購入する場合にも、薬剤

師のいるそうしたオンラインショップから購入するようにぜひ呼びかけをいただきた

くお願い申し上げます。 

・ 最後に、感染拡大期には医療用に限らず一般用も含め、検査キットや解熱鎮痛剤など

の不足が生じ、現場だけではなく、地域の住民の方々にも不安を与えることになってし

まいました。厚生労働省におかれましては、医薬品及び検査キットのメーカーへの増産

の要請、また、医薬品卸への適正流通の確保をお願いし、さらにメディアの皆様には、

いたずらに国民の不安が拡大しないように、科学と実態に基づいた報道をお願いしたい

と存じます。薬剤師会としましては、地域の医師の方々、あるいは自治体の関係者、ま

た、今日、このタスクフォースにお集まりになった皆様方と連携して、国民、患者が必

要な医薬品を確実に速やかに入手できるよう、責任を持って体制整備を行ってまいりま

すので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。ありがとうございました。 

 

（日本看護協会） 

・ 新型コロナウイルス感染は、既に第８波に入ったことはほぼ共通認識になっておりま

す。季節性インフルエンザも流行しやすい時期に入ってきており、感染拡大の兆候が見

られるという黄色のステージに対応した周知に移行することについては異論ございま

せん。基本的に経済を回しながら対策を講じるということですので、基礎疾患をお持ち

の方、高齢者、妊産婦など重症化リスクの高い方々への感染を防ぐこと、そして、これ

らの方々が感染した場合にいち早く必要な医療を受けられるようにすることが最も重

要であります。 

・ このような方々に日々接しているのは、医療機関や訪問看護ステーション、福祉施設、

助産所等現場の看護職であり、引き続き感染予防の徹底、ワクチンの接種などを呼びか

けていきますが、感染拡大の兆候が見られている現在、症状が見られた場合の速やかな

発熱外来受診の必要性を強調していかなければなりません。 

・ 特に妊産婦については、周産期医療機関が限られる中、有症状の際の受診などについ

て不安を抱えておられます。本会は、各都道府県に職能別のネットワークを持っている

ほか、地域で活動する助産師が会員である日本助産師会とも常時連携を取りながら、こ
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れまでも各地の実態把握や陽性妊婦の対応のみならず、全ての妊産婦への対応について

関係団体と協力して進めてきました。今後も引き続き妊産婦への感染予防や感染疑い時

の受診についてしっかり保健指導を行ってまいりたいと思っております。 

・ また、重症化リスクの高い方を守るため、黄色のステージで周知を図るとされている

具体的なメッセージをお伝えできるよう、現場の看護職に引き続き周知を図ってまいり

ます。 

・ 10月には全国６地区のブロック別の会議の場でも、各都道府県看護協会長及び看護協

会の役員との意識共有を図っております。今後とも都道府県看護協会とともに現場の看

護職を支え、感染拡大に対応できる体制を確保してまいりたいと思っております。国に

おいても看護職への支援を拡充していただくようぜひお願いしたいと思っております。

よろしくお願いいたします。 

 

（日本製薬団体連合会） 

※日本OTC医薬品協会 

・ 新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行を想定し、国を挙げての対策

が進みます中、解熱鎮痛剤の安定供給を通じて医療に貢献することは、OTC医薬品協会

としても重要な責務であると認識しております。 

・ OTC解熱鎮痛薬の安定供給につきましては、必要に応じて増産や在庫の確保を図る旨の

通知内容を真摯に受け止め、会員各社に対応して協力するよう依頼しております。各社

は、厚生労働省からの御支援、御指導をいただきながら、増産に向けた人員のシフト、

製造ライン稼働率の最大化、委託製造先との増産協議等に鋭意取り組み、第８波到来に

おきましても十分に供給できるように対応してまいりますので、ぜひ御活用いただきた

く、引き続きよろしくお願い申し上げます。 

 

※日本ジェネリック製薬協会 

・ 私たちは現在、後発医薬品の安定供給不安の解消に向け、会員各社及び業界として全

力で取り組んでおります。 

・ また、新型コロナウイルス感染症の第８波が懸念され、インフルエンザの同時流行も

想定され、国を挙げての対策が進む中、解熱鎮痛剤などの安定供給を通じて医療に貢献

することは、ジェネリック医薬品企業としても重要な責務であると認識しております。 

・ 今回、同時流行への備えとして、解熱鎮痛剤の増産が最大限に重要な局面であること

を会員各社が深く認識し、安定供給できるようしっかり取り組んでまいります。 

 

（日本感染症学会） 

・ ８月に４学会で、救急外来の逼迫を防ぐために受診を必要な場合に限ってほしいとい

う要請を国民に対していたしました。厚生労働省ともかなり協議を重ねました。 
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・ ただ、それにもかかわらず、実は受診抑制はあまりかかりませんでした。この原因は

恐らく、１つは、要請をかけた時期が本当に燃え上がってしまった遅い時期になってか

らだということ。もちろんそのためにこの会議が持たれているのだと認識をしておりま

すが、もう一つは、やはりいざそういったときになってしまったときには、国民が結局

自分にとって都合のいい情報をやはり見てしまって、それに従って動くからだというふ

うに私は認識をしております。 

・ 今日、例えば、３枚目のリーフレットで厚生労働省がお示しいただいたような非常に

分かりやすいリーフレットがありますけれども、あのように、例えば、分かりやすくQR

コードも必要なものに全部つけられたようなメッセージ性の高いものを、恐らく、ほか

の資料も含めて国民の目に触れるような可能性のあるような資料にはつけていただけ

れば、より国民に理解が得られやすいのではないかと思っておりますので、御検討をお

願いできればと思います。 

・ また、今、どのステージに国があるか、あるいはその地域があるかということを、国

民が確実にそれを把握することは大事だと思っています。これはもちろん、今日御出席

の地方自治体の皆様方のむしろされることなのかもしれませんけれども、国民は恐らく

ぱっと自分のアクセスしたサイトをして、そこに今、インフルとコロナがどのような発

生状況にあってということが、例えば、グラフのような形で分かりやすく示される。そ

して、それに対して、今どのステージにあるかということが分かるということが、先ほ

ど申し上げたような救急の逼迫を防ぐという意味でも大事だと思っておりますので、そ

ういったような分かりやすい国民に対しての情報提供を各自治体も含めて国から御検

討いただきますようにお願いできればと思っています。 

・ 最後は、私たちのところは感染症学会ということもございまして、一般の国民の方々

や、あるいは各ステークホルダーの方からいろいろな御意見が寄せられます。その中で

あったものというのは、やはり第６波のときも含めて抗ウイルス薬等がハイリスク者に

対してうまく使われなかったという御指摘を実はいただいております。これはいろいろ

なことで、実は大きな問題は、新型コロナウイルス感染症と診断がついてから、そこか

ら実は、実際に発生届がきちんと出て確定診断がつかなければ、そして、それで院外薬

局なんかを通じて配送されなければなかなか届かないということで、どうしても２～３

日かかってしまうということがあるかと思います。 

・ その結果、結局、初期に診断をされなければ抗ウイルス薬が届かないということがあ

ると思いますので、できるだけやはりこのタイムラグを解消することが必要だと思って

います。もちろんこれまでも様々な努力が重ねられてきたことも知っておりますが、国

民に対しては、例えば、先ほどの厚生省の３枚目のリーフレットで速やかな救急受診と

いうところが黒字で書かれておりましたけれども、このところを非常に分かりやすいよ

うに強調していただくとか、国民にとにかく早いうちに検査をしていただいて受診をし

ていただくような、そのような呼びかけをお願いできればと思っております。 
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（日本救急医学会） 

・ お示しいただいた感染状況に応じた国民への呼びかけに関しては私どもも賛同いたし

ますし、その中で特に救急医療について触れていただいて大変ありがたいと思います。 

・ ただ、このような感染状況に応じた呼びかけというのが、朝令暮改、あるいは場当た

り的という誤解を受けないように、今のこの状態の中で今後の感染状況の変化によって

このような戦略を持っているのだということが十分伝わるようにしていただくことが

理解を得るためには重要かと思っております。 

・ 私たちもやはりインフルエンザとの同時流行はもとより、コロナだけでも多数の感染

者が発生する危険の可能性を危惧しております。特にこれからの季節というのは、この

新型コロナの前の時代から、冬場は救急医療が非常に逼迫する時期でございますので、

そこに新型コロナがかぶることによって、より一層の逼迫を懸念してございます。 

・ またもう一つ、第７波と同様に、今既に医療従事者の感染が増えてきておりますので、

今後、市中感染の増加により医療従事者及びその家族の感染で就業制限を受ける者が急

増することにより医療が逼迫するということも予測してございます。そのように逼迫し

てきたら直ちに電話相談窓口や救急車利用マニュアル等を活用して、限りある医療資源

を有効に活用することに国民を啓発していただきたいと思っております。 

・ また、その場合でも重症の可能性がある方や重症化リスクが高い方はちゅうちょせず

速やかな受診をしていただく、救急車を利用していただくということについても加えて

周知していただければと思います。 

 

（日本プライマリ・ケア連合学会） 

・ 11月に入り新型コロナ感染症患者さんが増え、発熱外来の受診者数、そして、陽性化

率も増加しております。また、地域によってはインフルエンザの流行も始まりました。 

 現在のところ、第７波同様、発熱外来の受診者は、基礎疾患のない若者が多く、高齢者

の割合は高くありません。一方、コロナ病床の使用率も上昇しており、その多くは高齢

者で占められております。重症化リスクの高い人が早期に発熱外来を受診することで、

不安による救急車利用や病床逼迫を防ぐ手段となります。今まさにこのタスクフォース

から発出されました外来受診・療養の流れのフローを地域の状況に応じて動かすタイミ

ングであると考えております。 

・ このフローを動かすための重要なポイントは、最も影響を受ける重症化リスクの低い

人への配慮だと考えております。１つは、先ほどもありましたように、抗原検査キット

を分かりやすく入手できることです。研究用や第一類医薬品の表示が小さい等の理由で

誤って研究用を購入してしまう人や、キットを入手できないために発熱外来の受診を希

望する人がまだ多く存在しております。また、陽性者登録し自宅療養を選択することで、

必要な薬が入手できないといった問題も生じております。事前に常備薬を購入すること
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を広報することが重要ですが、希望時にはいつでもオンライン診療等で処方を受けるこ

とができる体制を整えることが安心を提供することになります。 

・ このフローにおけるオンライン診療の肝というのは、陽性となった自宅療養者に対す

る処方や、緊急性の少ない症状への相談であると考えております。これについてはさら

に告知においても強調すべきです。重症化リスクの低い人には、オンライン診療や自治

体の受診相談センター、♯7119や♯8000等で安心を提供すること、そして、重症化リス

クの高い人には、速やかに発熱外来を受診できる体制を整えることで、結果として、不

安により救急車を利用する人を減らし、緊急性の高い方を救うことにつながります。 

・ このようなフローが活用できたとしても、発熱外来のさらなる拡充が求められます。

現在、第８波の最前線にある札幌市でも、内科系診療所、小児科系診療所、病院のうち、

発熱外来を提供している医療機関は36.2％と伺っております。結果的に、懸命に発熱外

来を実施する医療機関の医師や看護師の疲弊がさらに重たくなっているのが実情です。 

 日本プライマリ・ケア連合学会では、引き続き、市民や地域に近い医療者の学会として、

同時流行感染防止に向けた取組を継続してまいります。 

 

（全国知事会） 

・ ３点申し上げます。まず１点目、ワクチン接種の推進についてです。医療の逼迫を避

けるためには、やはりワクチンの接種を進めることが重要だと考えております。ただ、

県内の状況を見ますと、12％程度のオミクロン株のワクチン接種率ということで伸び悩

みが見られております。これからさらにワクチンを接種していただこうという働きかけ

をする場合には、ワクチンを打った人と打っていない人とで、接種後の重症化、あるい

は発症予防の割合がどれだけ違うのか、そうしたデータを明らかにしていただきたいと

思います。それによって国、そして、自治体が一体となって呼びかけを強めていく、そ

ういう必要があるのではないかと思います。 

・ ２点目でございます。昨日の知事会でも多くの御意見がありましたが、自己検査キッ

ト、そして、解熱剤、これの十分な量が確保されるよう、その体制を整えていただきた

いと思っております。 

・ ３点目でございます。住民の方への広報についてです。本日のリーフレットでも、陽

性だった場合は自宅で療養をお願いしますとなっております。そして、メッセージとし

ても、重症化して入院する割合は低いと。こうした具体的なメッセージが示されており

ますが、ただ、現場のお医者さん方に伺いますと、若くて基礎疾患のない方というのは、

３日経過すれば症状は治まって平気な顔をしている。そういうふうなお声をよく伺いま

す。初めてコロナに罹患する人というのは、どのような症状をたどるかということが全

く分からない中で高熱に悩まされ、３日で終わるということすらも分からないそういう

方がほとんどで、どうしても受診、そして、お薬をもらおう、そういった行動になって

しまいます。広報を強めるに当たりましては、どのような症状の経過をたどるのかを医
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学的見地からデータを示していただいて、これをもって住民の方に広報できるように、

そうしたデータなどもお示しいただきたいと思います。 

 

（全国保健所長会） 

・ 国民の皆様への呼びかけについて３点、御提案します。１つ目は、発熱時にどうする

か、かかりつけ医と相談しておきましょうという呼びかけはどうかと思っております。

基礎疾患があるなど重症化リスクの高い方は、今のうちにかかりつけ医の先生と発熱時

の受診先のことでありますとか、あるいは抗ウイルス薬の使用でありますとか、あるい

は療養上の注意点、そういったことについて今のうちに相談しておくように広報してい

くのが必要ではないかと考えております。 

・ ２点目でございます。これも重症化リスクのある方ですけれども、前回から３か月以

上であれば12月中にワクチン接種を受け年末年始に備えましょうという呼びかけはど

うかと考えております。やはり年末年始は医療機関もなかなか対応できないことが多う

ございますので、これに備えましてなるべくワクチン接種は12月のうちに打っておいて

いただきたいという広報でございます。 

・ ３点目は、低リスクの方、重症化リスクの低い方、そういった方につきましては、発

熱時のセルフケアや日頃からの感染対策を、御家族や友人と話し合っておきましょうと

いう呼びかけはいかがかと考えております。低リスク方につきましては、発熱時のセル

フケアとか、あるいは日頃から感染対策をどうするかということは、相談相手としまし

てはやはり御家族であるとか、あるいは一人暮らしの方につきましては友人とかそうい

った方と話し合っておくことが重要ではないかと考えておりまして、そういう広報が必

要ではないかと考えております。 

  

＜加藤厚生労働大臣の閉会挨拶＞ 

○ 本日は、新型コロナ・インフル同時流行対策タスクフォースの３回目の会合を開催し

たところ、お忙しい中お集まりをいただき、また、貴重な御意見を賜り、誠にありがと

うございます。 

○ 昨日のアドバイザリーボードの評価を踏まえますと、新型コロナは全国的に感染の増

加が継続しております。地域で見ると、沖縄など感染拡大が緩やかな地域がある一方で、

北海道をはじめ大きく感染拡大している地域が見られます。今後の感染については増加

が予測されており、いわゆる第８波となる可能性もあります。また、季節性インフルエ

ンザについても、一部の地域で増加傾向が見られております。保健医療体制について、

病床使用率が上昇傾向にあります。また、消防庁による救急搬送困難事案数については、

この夏の下限や昨年の同時期と比較して高い水準にありましたが、その後、非コロナ疑

い事案、コロナ疑い事案ともに全国的に再び増加傾向となっております。 

○ タスクフォースとして、新型コロナのいわゆる第８波となる可能性や、インフルの一
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部地域における増加傾向、病床や救急の状況を確認し、今後、感染の増加が継続するこ

とも見据えて、国民の皆さんへの呼びかけの段階を先手先手で引き上げる判断を行うこ

ととなりました。 

○ 新型コロナは一部地域で過去最高を更新しており、こうした地域ではより強いメッセ

ージも含め、地域の実情に応じた適切な発信をお願いすることとしております。国民の

皆さんにはワクチン接種を受けていただいた方も増えてきておりますが、まだ接種を受

けられていない方は、接種について御検討をお願いしたいと思います。また、国が承認

いたしました新型コロナ抗原定性検査キット・解熱鎮痛薬を早めに購入していただきた

いと思います。さらに、電話相談窓口など連絡先の確認なども行っていただき、準備を

引き続きお願いをいたします。加えて、感染拡大や同時流行に備えて、重症リスクに応

じた外来受診・療養について呼びかけを強化してまいります。 

○ 右側のパネルを見ていただきますと、高齢者、基礎疾患を有する方、妊婦の方は、発

熱等の体調不良時には速やかに発熱外来を受診してください。迷う場合は地域の電話相

談窓口などを御利用ください。また、小学生以下のお子さんは、かかりつけ医はじめ地

域の小児科医などに御相談ください。受診を迷った場合、また、夜間や休日の場合は、

地域の電話相談窓口やウェブサイトなどを活用いただきたいと思います。 

○ 同時流行や感染拡大が生じたときには、発熱外来の予約が取りづらくなることが想定

されます。重症化リスクの低い方については、重症化リスクの高い方や子供を守るため、

新型コロナ抗原定性キットによる自己検査や、地域の健康フォローアップセンターの活

用を御検討いただきたいと思います。受診を迷った場合や、症状が重いなどで受診を希

望する場合には、地域の受診相談センターにお電話をいただく。また、かかりつけ医発

熱外来の受診や、電話診療、オンライン診療を御検討いただきたいと思います。 

 こうした内容については、今後、テレビのCMの放映やネット広告を予定しており、政府

としても広報に力を入れてまいります。 

○ 救急の逼迫を回避するには、必要な人が外来を受診できるようにすること、救急車の

要請に迷う場合の電話等による相談体制の強化を図ることが重要であります。外来の強

化については、本日、大阪府からも強化方針と具体の取組の説明をいただきましたが、

先日取りまとめた同時流行の対応策に沿って、各都道府県において、この夏を大きく上

回る感染拡大にも対応できるよう、強化、重点化を図る計画案を策定し提出いただいて

おります。現在、取りまとめをしており、公表に向けた確認、集計等を進めております。

また、相談窓口についても必要な方が確実に救急医療を受けられるよう、地域の受診相

談センターや救急安心センター、♯7119等の強化について、引き続き、各都道府県の積

極的な取組をお願いしたいと思います。 

○ 今後も、感染状況などを注視しながら、保健医療体制の強化、重点化を着実に進めつ

つ、関係者が一丸となって基本的な感染対策の徹底も含めた適切なメッセージの発信や、

必要な対応を行ってまいります。 
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○ 改めまして、皆さんにおかれましても、情報発信など積極的な御協力をよろしくお願

いいたします。本日は、お忙しい中御参加いただきまして、誠にありがとうございまし

た。 

 

以上 


